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野中やよい 

盛夏の候、皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

年 4 回行われる新座市議会定例会の報告です。 

5 月 31日から 6 月 20 日の会期で、平成 29 年第 2 回定例会が開催されま 

した。条例案件 5 件、補正予算案件 2 件、契約案件 1件、財産取得案件 1件、 

道路案件 4 件、人事案件 5 件、追加議案として契約案件 1件の市長提出議案 

計 19 議案全てを可決しました。これにより一般会計予算は 501億 8,155 万 

4 千円となりました。野中やよいは、一般質問と新座都市計画事業大和田二 

三丁目地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第 2 号）の賛成討論で、登 

壇致しました。 

また、6 月 11日には、毎年恒例の休日議会と議場コンサートも行われ、当日 

は 150 名の市民が傍聴に。東野小学校金管バンド Green の素晴らしい演奏 

と、パフォーマンスを楽しんでいただきました。 
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野中やよいの一般質問より 
 

 
 

ー 

Q:2020 年東京オリンピックパラリンピックでは、新座市は射撃競技の会場であり、ブラジルのホスト

タウンともなった。新座市を訪れる訪日外国人に市の魅力をアピールし滞在していただくための絶好

の機会。新座市の観光資源を生かし、旅行会社との連携で訪日外国人旅行客の呼び込みはできないか。

そのための観光パンフレットの多言語化やホームページの充実について市の取組は。 

A:第二次観光都市にいざビジョンにおいて具体的な施策を挙げ各種事業を推進している。本市の観光資

源を活かした睡足軒での市民呈茶や浴衣着付け講座などの体験型事業を実施している。今後はミカン

収穫体験、手打ちうどん体験など推進していく。旅行会社との連携については、名所旧跡めぐり「ぶ

らり新座バスの旅」を旅行会社と連携し、訪日外国人向け事業整備も視野に入れ調査研究していく。 

多言語表記のパンフレット、新座市産業観光協会のホームページの多言語化は準備をすすめている。 

Q:桑名市では、産官学による産業観光という取組で、訪日外国人の桑名市へのインバウンドに成功して

いる。日本企業のサービスや衛生管理、人材育成、学校現場の給食の配膳や掃除活動など、意外なと

ころが視察対象になっている。日本人が当たり前と思っていることが海外から見ると称賛に価するも

のだったりする。新座市でも参考にして取組をすすめてはどうか。 

A:本市でも工場見学を実施している企業はあるが、パンフレットや案内板の多言語化など多額の費用が

かかり課題となっている。埼玉県では「インダストリアルツーリズム促進事業補助金」で、県内の産

業観光促進のため工場見学等の環境整備を行う事業者に補助している。この事業について市内事業者

に周知し、インバウンド対策の向上に努めている。いずれにしても早急に各種事業をすすめていく。 

A:新座市は海外友好都市の中高生等との交流を学校現場で行ってきた。一般の訪日外国人の視察はない

が、事前に計画され体制が整えば可能であると考えている。新座市は英会話教育の推進市でもあり、

オリンピックパラリンピックでは市内全校がオリンピック教育授業実施校の指定を受けている。外国

の方々との交流は積極的に進めていきたいと考えている。教育課程に配慮しながら体制を整えたい。 

外国人観光客（インバウンド）呼込みについて  



 

９月議会 

 

 

Q:本年 5 月から自転車活用に関する初めての法 

律である「自転車活用推進法」が施行。国、県 

の計画策定を待っての市の施策策定ではあるが 

市独自に展開できるものはないか。例えば、観 

光客向けのシェアサイクル、5 月の自転車月間、

5 月 5 日「自転車の日」のイベント開催、など 

は検討できないか。 

A:市では従前よりこの期間の自転車利用マナー向 

 上に努めてきた。本法の施行により来年度から 

より自転車月間をアピールするため、市のホー 

ムページで交通安全出前講座の案内など、自転 

車マナー向上のための行事実施を奨励してまい 

りたい。 
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放課後児童保育室の大規模化狭あい化、また、支援員の不足も深

刻な状況です。市としてあらゆる方策を講じて早急な大規模化狭

あい化の解消をするよう求めました。 

Q:ココフレンドの全校への拡大で、低学年は放課後児童保育室、

高学年はココフレンドで預かる方法、複数の委託先の検討、地

域資源の活用等で、大規模化狭あい化の早急な解消をしていく

べき。支援員の処遇改善は。 

A:現状を重く受け止めている。総合的に考慮し教育委員会と連携

を図りながら解消に努力していく。委託先の研究もしていく。 

勤務体制の見直し含め支援員不足の解消に努め保育の充実を

はかってまいる。 

Q:支援員の負担が重い延長保育料の集金は、毎月の引落などで対

応できないか。 

A:今後引落にするかどうか含めて検討する。 

Q:夏休みのみ通う児童への対応は。 

A:教育委員会のご協力で特別教室等をお借りしている。支援員に

ついては学生ボランティア等で対応する。 

 

野中やよいプロフィール 

 1963（昭和38）年 3 月滋賀県彦根市生れ 

 滋賀県立彦根東高等学校卒業 

 創価大学文学部英文学科卒業 

 中国北京大学へ 1 年間交換留学 
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放課後児童保育室の大規模化狭あい化解消について 

東京都議会議員選挙、23人全員当選！ 

 

 

 

Q:現在、急ピッチで進められている大和田 2,3 丁目地区土

地区画整理事業地内の遺跡発掘調査現場では、縄文時

代、平安時代の住居跡などが発見されている。このよう

な大規模な発掘調査を見る事はまたとない機会。ぜひ市

民への見学説明会の開催をお願いしたい。 

A:実施する方向で検討をすすめてまいりたい。土地区画整

理事業の進捗に合わせ、安全第一で見学会の実施日を決

めたいと考えている。 

 

 

 

 

遺跡発掘現場の見学説明会開催について 
 

 

Q:平成 28 年から導入された「定期巡回・随時対応型訪問介護看

護サービス事業」は、住み慣れた地域で生活を継続していくた

めの有効なサービスと考えるがなかなか広がらない。市として

の課題は。また現在は北部 1 か所だが、南部での開設をすべき。 

A:介護支援員、ケアマネージャーに本サービスの具体的な活用イ

メージや事業の実態が正確に伝わっていないこと、定額報酬の

ため他のサービス利用に制限がかかるなど課題があり普及がす

すんでいない。今後も普及に向け事業者と連携し継続した周知

に努めてまいりたい。南部については「埼玉県地域密着型サー

ビス等整備助成費等補助金」等を活用し検討してまいりたい。 

 

住み慣れた地域でずっと暮らせる仕組みづくりのために 

その他の質問 

・精神対話士によるアウトリーチ支援について 

・子ども食堂について 

7 月 3 日の東京都議会議員選挙で公明党

は、全国の皆様の応援で 21 選挙区 23 人

全員当選することができました。皆様のご

支援に心より感謝申し上げます。 
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